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定例教育委員会（６月度）議事録（要点筆記） 

 

● 日時及び開催場所に係る事項 

開催日時 令和８年６月２５日（木）午後３時３０分～  

開催場所 裾野市役所 ４０２会議室 

 

 

1 開会および閉会に関する事項 

⑴  開会  

この前、東京都北区で大きな火事がありました。原因は色々と取り沙汰されているところで

すが、早速、市の学校においても避難経路とか防災関係について確認をするよう通知を出し

ました。色々問題があって廊下に物をおいてあるので、避難経路としては狭くなってしまっ

ている場所だとか、北区の学校では音楽室だったのですが、音楽室は音が出るので校舎の一

番端にあって、ここで火事が起きた時に“どうするんだ”という問題を、裾野市でも抱えて

います。色々と考えなくてはならないと思いますが、とりあえず注意をして子ども達に意識

を持たせるように、と話をしているところです。 

 

  議事録の承認 

前回議事録承認 教育長署名 眞田委員署名 

 

議事録作成者の指名 

教育総務課 渡邊基史を指名 

 

 議事録署名人の決定 

 風間教育長及び桃井委員 

 

⑵  閉会 

会議終了により閉会（午後４時４５分閉会） 

 

2 出席者の氏名 

教育長 風間忠純 教育委員 桃井昭一 教育委員 眞田平芳 教育委員 庄司伸子 

教育委員 神戸寿恵 教育委員 根上泰子 
 

3 教育長、委員および傍聴人を除く外、議場に出席した者の氏名 

教育部長 髙梨恭 教育監 勝又和仁 教育総務課長 長田雄次  

学校教育課長 佐野充洋 生涯学習課長 服部和彦 

健康福祉部 幼稚園・保育園課長 小野善之 教育総務課 渡邊基史 

 

傍聴人：０名 

 

4 次回定例教育委員会の予定 

日時：令和８年７月２９日（水） 午後３時３０分より 

会場：裾野市役所 ４０２会議室 

 

5 教育長その他の報告の要旨 

 

◇教育長報告 

クマ対策について 

就学支援委員会(5/27) 

県教委への要望…裾野高校存続について(5/27) 
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裾野市 PTA連合理事会(5/29) 

わたしの主張裾野市大会(6/6) 

須山小・小規模特認校について 

 

◇出席部課長等より報告 

 

【教育部長】 

１市議会 6月定例会について 

① 補正予算 

○教育総務課：【510千円】 

○学校教育課：【637千円】 

○生涯学習課：【4,466千円】 

② 提出議案 

・62号議案 裾野市生涯学習センター条例の一部を改正することについて 

・69号議案 建設工事請負変更契約の締結について 

③ 追加議案：6月 22日提案・6月 25日議決 

・建設工事請負契約の締結について（令和８・９年度 国庫補助事業 裾野市立東中学校 向田小

学校からの転用工事（機械設備工事））【237,600千円】 

・建設工事請負契約の締結について（令和８・９年度 国庫補助事業 裾野市立東中学校 向田小

学校からの転用工事（建築工事））【686,400千円】 

・建設工事請負変更契約の締結について（令和８年度市単事業 裾野市運動公園陸上競技場トラッ

ク改修工事）【139,799千円】 

④ 一般質問 

○提出議員：１２名（うち教育部関連質問提出者４名） 

⑴大橋勝彦議員 

Q. 読書バリアフリーの観点から見たこれからの図書館サービスのあり方について 

⑵三富美代子議員 

Q. 子どもの人権と尊厳を守る「生命（いのち）の安全教育」の推進を 

⑶小林浩文議員 

 Q. 県立高校再編について 

⑷小林 俊議員 

Q. 有機農産品を学校給食に提供する可能性について 

⑤ その他、議会報告案件 

⑴クマ出没に伴う対策について 

○目撃状況：5月 12日～・5月 20日～５月 26日連続した目撃情報 

○対応：①裾野市クマ出没対策本部設置 ②箱罠設置 ③監視カメラ 5基設置 ④巡回ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 

 

＜質疑・意見等＞ 

委  員  ：学校の火事についてですが、音楽室に救助袋が設置してあったようですが、先生

が、使い方が分からなくて、庇に子ども達を降ろして避難させたということを新

聞で読んだのですが、裾野市の学校では救助袋とか救助器具は設置をされている

のでしょうか。もし設置されているのであれば全職員に操作方法が分かるように、

と思うのですが。 

教育長   ：消防法による“消火器を必要な個数を置く”ということはクリアしています。た

だ、音楽室等の中に組み立て式の梯子ですとか、シェルターみたいなものがある

かというと、そのようなものはありません。ただ滑り台みたいものは一人では使

えないと思います。ですので、そのようなことも考えながらやらなくてはならな

いと思います。 

教育部長  ：ちなみに市役所にも昔、避難袋みたいなものが４０１会議室にありまして、それ

を使って１階まで降りるというものだったのですが、実際、それで避難訓練をやっ
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たんですけど、足をバタつかせながら降りていかないとならなくて、一人降りる

のに大分時間がかかるということで、今は撤去していると思います。 

委  員  ：この学校は防火シャッターがあって、それは閉まったということで良かったので

すが、閉まったゆえに、逃げられなかったみたいですが、裾野市ではそのような

ものは？ 

教育長   ：付いてあります。ただそれが直ぐ閉まるように常に物を片付けておく必要がある

と思います。 

学校教育課長：その火事を受けて、今日から消防が全学校に点検に入ります。裾野市の学校でも

防火シャッターが何か所かあるのですが、基本は防火扉になりますので、閉まっ

ても小さいドアがありますので、そこからは逃げられるようになっています。 

委  員  ：熊の件ですけど、箱罠で捕獲しようとしているとありましたけれど、実際どうだっ

たのでしょうか。 

教育部長  ：今のところ捕まったという話は対策本部では出ておりません。ただ担当課に聞く

と箱罠を設置するというリスクもあるようです。本来、山でどんぐりを食べてい

る熊が、箱罠に誘引するために鹿肉を置くことによって、肉の味を覚えた熊を新

たに野に放ってしまう、ということになるので、その辺は慎重に対応していかな

ければならないと思っています。 

委  員  ：前回、愛鷹山系の熊は絶滅危惧種という話がありましたが、その辺の影響もある

のでしょうか。 

教育部長  ：愛鷹山系には１０３頭しか生存していなくて、数が少なすぎて自然保護の観点と

被害を被っているところとのせめぎ合いがあると思います。 

委  員  ：市役所の中で保護する部署と子どもを守る部署とで話し合いをしたりしているの

でしょうか。 

教育部長  ：対策本部の中で、主に対策を講じなければならないのは教育部と子育て部、状況

を報告してくれるところで危機管理課と農林政策課、この４つが定期的に集まっ

て状況報告を受けながら、幼稚園・保育園はこうしよう、学校はこういう動きを

しようという話し合いをする体制は整っております。因みに市内にある私立の学

校も県立高校にも教育委員会を通じて情報提供しながら統一的に足並みを揃えて

対応していくよう、やり取りをしております。 

委  員  ：例えば教育委員会の方で子ども達を守るために罠を仕掛けて欲しいと言って、そ

れに反対する部署があるのでしょうか。 

教育部長  ：市の中にはありません。市は被害を被っている方ですから。県ですと自然保護課

といったところがあって保護するところと鳥獣被害のところのように明確に分か

れているという部分があります。そのような中で絶滅危惧種という点を尊重しな

がら進めなくてはいけない、というところは一定の理解はしております。 

委  員  ：市としては住民を守る方が優先ということでしょうか。 

教育部長  ：住民ファーストです。 
 

【教育監】 

１ 地域クラブ関係 

（１）NPO法人アクティブすその総会  6/5 

（２）裾野ジュニアブラス  6/13  6/27 

（３）要綱等についての協議  5/28  6/1 6/8 6/9  6/15 6/22 

２ 学校関係 

（１）校長会 6/3 教頭会 6/10 

（２）吹奏楽フェスティバル打合せ 6/10 

（３）駒田つかさ選手市長表敬訪問 6/23 

３ その他 

（１）明るい社会づくり運動 

     裾野地区協議会 通常総会（市長代理）   5/30 
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（２）PTA連合常任理事会 5/29 

 

【教育総務課長】 

１ 学校再編関係 

（１）丹那小学校視察（5/27） 

    ・小規模特認校制度の先行事例として 

（２）富岡地区区長会・地元市議会議員意見交換会（5/30） 

    ・学校再編の取組みを説明 

（３）須山地区学校再編推進協議会 第３回小学校分科会（6/15） 

    ・特色ある教育や地域・保護者との連携強化について協議 

２ 給食関係 

（１）市内栄養教諭・学校栄養職員・給食員研修会（6/12） 

    ・東部保健所職員による食品衛生講習 

３ 議会関係 

（１）厚生文教委員会協議会（6/2） 

    ・建設工事請負契約の締結について説明 

    （東中転用工事：建築工事、機械設備工事） 

（２）厚生文教分科会（6/16） 

    ・補正予算について説明 

    （須山振興会からの寄附：須山小赤松保護、須山中図書購入費） 

 

【学校教育課長】 

１ 「業務量管理・健康確保措置実施計画」について 

     【５月の時間外】１００時間超  ４名（４月比：２２名減） 

              ８０時間超 ２３名（４月比：２９名減） 

２ 若手教員の研修 

   ・6/5 ２年次研修 

    ・6/11 初任者研修 

    ・6/16 ２、３年目研修 

３ 交通安全リーダーと語る会（6/17、6/18、6/19） 

   小学校において、交通安全リーダーである６年生が、通学路の危険個所について調べて、保護

者や警察、市役所関係者へ発表した。 

 

【生涯学習課長】 

１ 生涯学習センター 

    ・第１回社会教育委員会議 5/27 

       ・市Ｐ連第１回常任理事会 5/29 

       ・第１回青少年育成推進員会 6/2 

       ・第 1回保健事業連絡会 6/2 

       ・第１回裾野市青少年補導センター運営協議会 6/3 

       ・防火管理者講習受講 6/4～6/5 

       ・わたしの主張裾野市大会 6/6 

       ・駿東地区スポーツ推進委員連絡会全体集会・研修会 6/13 

       ・第１回子ども体験教室（ロボットプログラミング） 6/20 

       ・富岡地区育成会理事会（総会） 6/22 

       ・第１回図書館協議会 6/24 
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2．図書館 

・（毎月）おはなし会 本館 2回・文化センター１回 

・（毎月）ファーストブック 本館・文化センター各 2回 

・（テーマ展示）パンダ展 6/2~7/5 

・（テーマ展示）義務教育の教科書 6/12~7/4 

・（市民参加型イベント）図書館映画会 6/6 

・（講座）読み聞かせ講座(ボランティア養成)6/133．東西公民館 

 ・６講座（華道、英語遊び、日常英会話、トールペイント、囲碁、ペン字） 

 

３ 東西公民館 

   ・７講座（華道、英語遊び、日常英会話、トールペイント、囲碁、ペン字、書道） 

 

【幼稚園・保育園課長代理】 

１ 医療的ケア児支援部会 

（１）医療的ケアガイドラインの見直しについて協議 

 

２ 厚生文教分科会 

（１）補正予算について説明 

   ・須山振興会からの寄附：須山幼稚園 図書購入費 

 

＜質疑・意見等＞ 

委  員：熊に関して、毎朝晩の広報で「須山地区で出没していますから」と流れています。私

たちはそれほど気にしていなかったのですが、下の方の知人に会ったら「熊、大変だ

ね！」と未だに言われていて、みんなそう思っているとしたら、小規模特認校になっ

ても須山に行ったら「熊でしょ！」と思うのだろうなと感じました。熊が出ていない

時くらいあの放送は止まらないのかと。毎朝毎晩、「須山地区を中心に熊の目撃があ

りますので、行かないように注意して下さい。」といった放送が流れ続けているのは、

偏見、先入観といったところになってしまうのかな、と感じているところです。目撃

があれば文章は変わってくるとは思うのですが、私たちは今ほぼ平常通りの生活をし

ています。 

教育部長：どうしてもまだまだ確実に、また最終目撃から間もないところがありますので、住民

も不安であるという状況の中で、市としてはまだまだ意識から外して欲しくない、“ま

だまだ確実に安全ではないんだよ”というところがありますので、放送を流している

のかな、と感じているところです。この辺を登校する子ども達も熊鈴を付けて歩いて

います。そういう放送を誰もが聞いて自分事と捉えているので、ポジティブな部分も

あるのでは、と感じています。 

教 育 長：須山に住んでいる人にとってはそういう感情だけではないよということなんですね。 

委  員：マイナスなイメージで危険地帯みたいなところって思ってしまいます。 

委  員：言葉は変えてもいいですよね。“目撃情報があるので”って言われると、いつまでも

あるみたいな…「最近目撃情報はありませんけど活動シーズンなので気を付けましょ

う」みたいに言ってくれれば。 

教育部長：担当課に言っておきます。その辺を踏まえながら、これから小規模特認の PR をして

いこうかなって思っています。これを拡大解釈して“自然豊かなところ”っていうこ
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とで PRしていきます。 

委  員：先ほどの“医療的ケア児支援部会”っていうのは、今何人くらいいるんですか？ 

幼稚園・保育園課長：幼稚園、保育園の中では今、医療的ケア児はいないです。そのかわり保育

園とか幼稚園に入園を希望される時に、初めてそういった対象の方と接す

ることになりますので。もともと健康推進課の方から話が来ていて連携を

とっているところなんですが、幼稚園、保育園では０になります。 

学校教育課長：小学校の方では全部で３名いまして、インスリンの注射が必要なお子さんが２名、

ただ昼の時間帯だけなのでスポット的に看護師さんが入るという形になります。

１名は無脾症っていって血中の酸素濃度が非常に低い、大体平常時で 70 くらい

なんですが、コロナが流行った時に 95とかになると大変なことになる、って言わ

れたと思うのですが、それが常時 70くらい、ちょっと運動をすると 50台になっ

たりするので、その子に対しては常時付いている形で状態を管理しているところ

です。 

委  員：ガイドラインを見直すことになったのは、ケアを受けている方から何かあったという

訳ではなくて、時代的な何かが？ 

幼稚園・保育園課長：受けている方からのお話というよりも、どちらかというと、制度が始まっ

て直ぐに健康推進課が中心になりながらガイドラインを作ってきたのです

が、実際に動いてみて、“こういった課題がある”というところで“より分

かり易くする”であるとか“改善”といった部分の見直しが必要だというこ

とで、それぞれの担当課の職員が集まって行っています。 

委  員：“学校の時間外が減った”ということですが、減り幅が大きすぎて少し怖いなって感

じがするのですけど。 

   学校教育課長：５月につきましてはゴールデンウイークがありましたので、それで減っている部

分は多分にあるかと思っています。それに比べて 6月は祝日がないので、増える

かなって思っています。一応、一人一人校長との面接の中で私も同席させていた

だいて、増えている理由は何か、それに対して減らせる部分はないのか、という

話はしております。ただ個人では限界がある方もいます。そういう場合は、学校

の体制で何か手を打たなければならない、ということが必要だと感じられる部分

もありましたので、そこは校長と話をしております。 

   委  員：面談があるからといって家に持ち帰ってしまう方もいるのではないでしょうか。 

   学校教育課長：深夜帯にどれだけパソコンを使っていたかということは、こちらも把握をして

いますので、単純に時間だけではなく、それにプラスして、そういうデータも含

めて、“この先生、大丈夫？”という風な「声掛けをして下さい。」とか「面談

をして下さい。」と話はするようにしております。 

委  員：パソコン以外の仕事がないわけでもないですよね。 

学校教育課長：パソコンを使わなくても学校で使う教材を家で作っている場合もあるとは思い

ます。 

 委  員：正確な時間が分からないので、素直に喜べない部分があって、逆に減った人にどの

ようにして減らしたのか聞きたい。“実は持ち帰っていた”みたいなことがあった

ら困るので、そういった聞き取りを何回もして、何の仕事が大変なのか原因を突き

止めていかないと。 

教育長 ：４月の時期的に仕事量が多いというのもあるとは思うのですが、まずは業務を効率

化していかなくてはならないと思っています。面接も決して叱るわけではありませ

ん。 
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 学校教育課長：基本は“心配ですよ”というスタンスです。 

 

6 報告案件 

 

⑴ 報告１ 裾野市青少年補導センター運営協議会委員の委嘱・任命について 

 

説明者：生涯学習課長（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞ 

  特になし。 

 

⑵ 報告 2 裾野市青少年補導センター補導員の委嘱について(訂正)  

   

説明者：生涯学習課長（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞ 

  特になし。 

 

  (3) 報告 3 裾野市立鈴木図書館協議会委員補欠委員の委嘱について   

 

説明者：生涯学習課長（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞ 

特になし。 

 

 

7 議題および議事の大要、質問または討論をした者の氏名および要旨 

 

(1) 第 25号議案  裾野市教育委員会表彰の決定について 

 

説明者：教育総務課長（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞  

     特になし。 

 

委員    承認 

 

(2) 第 26号議案 裾野市認定地域クラブ活動の認定に関する要綱の制定について 

 

説明者：教育監（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞  

  委  員：“認定して下さい”っていうのを団体が書類を書いて、市に出すということです

か？ 

教育監  ：はいそうです。 

委  員：どれくらいで認定が下りるのでしょうか。 

教育監 ：２週間くらいです。 

委  員：認定有効期間が“２年”とあるのですが、一度認定されても部活動が続いているの

に、その次に認定されない場合もあるんですか？ 

教育監 ：継続願を出していただければ、そのまま続けられます。 
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委  員：認定された後、どんな活動をしているのか、２年の間にチェックする機能は？ 

教育監 ：ＮＰＯの職員と教育委員会の職員が学期に１回程度ですが、どんな活動をしている

のか確認に行きます。 

教育長 ：今日の定例教育委員会で承認していただいて、正式に動き出すというところですけ

ど、大分書類がありますが、それぞれの所属クラブから書類を出していただいたとこ

ろで、審査して、そして認定していく、という手続きをとります。それが 7月半ばに

なる予定です。勿論、認定した後も見ていかなくてはならないので、報告を受け監査

するつもりです。 

 

委員    承認 

 

    (3) 第 27号議案 裾野市の教職員が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業の許可に関する 

要綱の制定について 

 

説明者：教育監（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞  

         特になし。 

 

委員    承認 

 

(4) 第 28号議案 裾野市スポーツ推進審議会補欠委員の委嘱及び任命について 

 

説明者：生涯学習課長（概要を説明） 

 

＜質疑・意見等＞  

         特になし。 

 

委員    承認 

 

8 議決事項 

議案番号 内    容 議決結果 議決日 

第 25号議

案 
裾野市教育委員会表彰の決定について 承認 令和 8年 6月 25日 

第 26号議

案 

裾野市認定地域クラブ活動の認定に関する要

綱の制定について 
承認 令和 8年 6月 25日 

第 27号議

案 

裾野市の教職員が地域クラブ活動に従事する

場合の兼職兼業の許可に関する要綱の制定に

ついて 

承認 令和 8年 6月 25日 

第 28号議

案 

裾野市スポーツ推進審議会補欠委員の委嘱及

び任命について 
承認 令和 8年 6月 25日 

 

 

9 その他 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条第 7項ただし書きに基づき、非公開とした。 

⑴ 学校教育課報告 
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説明者：学校教育課 

 

・生徒指導状況について 

・問題行動について 

・いじめについて 

・ふれあい教室通室について 

・すそのんほっと相談 

 

⑵ その他 

 

 （閉 会） 

教育長 それでは、以上をもちまして、6月度定例教育委員会を閉会します。 

 


